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令和元年度６月補正予算 

子ども・子育て支援事業計画における主な新規事業 

 

基本方針２ ひとりひとりの子どもの健やかな育ちを支える 

１ 子どもの育ちの場の充実 

・中堅期保育士キャリアアップ研修支援事業 新規 

（待機児童ＺＥＲＯプランＲ） 

【目的・事業概要】 

本市民間保育施設で就労する中堅期保育士のキャリアアップ研修への参加に

要する経費を支援することにより、本市保育施設における保育の質の向上を図

る。 

中堅期保育士がより高度な知識、技術を取得するための支援として、本市民

間保育施設で就労する中堅期保育士のキャリアアップ研修への参加に要する経

費を支援する。 

 

【令和元年度事業実施の方向性・取組内容】 

本市民間保育施設で就労する中堅期保育士のキャリアアップ研修への参加に

要する経費を支援し、保育士の質の向上を図る。 

 

【事業費（予算額）】 

1,000（千円） 

 

・私立幼稚園副食費補足給付 新規 

（幼児教育無償化の実施） 

【目的・事業概要】 

令和元年 10 月から実施される幼児教育無償化の一環として、従来の就園奨

励費の対象となる私立幼稚園に通園している年収 360 万円未満相当世帯の園児

及び全所得階層の第３子以降の園児の副食費（おかず）相当額の給付を行う。 

 

【令和元年度事業実施の方向性・取組内容】 

私立幼稚園に通園している世帯収入が年収約 360 万円未満相当の世帯の園児
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及び第３子以降の園児を対象に、副食費相当額について、月額最大 4,500 円ま

で給付する。 

対象者数：386 人 

 

【事業費（予算額）】 

10,422（千円） 

 

３ 障害児支援の充実 

・新生児聴覚検査事業 新規 

【目的・事業概要】 

保護者の経済的負担の軽減を図るとともに、聴覚障害のある児を出生後早期

に発見し、療育につなげ、音声言語発達等への影響を最小限にとどめるため、

新生児聴覚検査に係る費用を助成する。 

 

【令和元年度事業実施の方向性・取組内容】 

令和元年 10 月１日から新生児聴覚検査事業委託の実施開始 

検査費用の助成額 

・AABR（自動聴性脳幹反応検査）6,700 円/回 

・OAE（耳音響放射検査）3,000 円/回 

（一人当たりどちらか１回のみ） 

【受診者数】1,650 人 

 

【事業費（予算額）】 

10,018（千円） 


